平成２１年度第１回館山市消防委員会　会議録

◎　日　時　平成２１年７月２１日（火） 午後３時３０分～午後５時００分

◎　場　所　館山市役所　２号館　２階会議室
◎　出席者　館山市長

館山市消防委員会委員（１２名中１１名）

※　別紙，出席者名簿のとおり

　　　　　事務局：石井市長公室長，庄司課長，小宮グループ長，御子神主査，飯田主事
◎　次　第

１．開会

２．委員長挨拶

３．市長挨拶
４．議題

（１）委員長並びに副委員長の選出について
（２）平成２１年度消防関係主要事業等について
（３）消防施設整備について

（４）その他

　５．閉会
◎　議事概要

事務局より，委員の出席状況について委員１２人に対し１１人が出席していることから、会議が成立している旨，報告した。

市長より各委員へ委嘱状が交付された。

委員長が未選出のため，館山市長が仮議長となり，委員長の選出が行われた。

委員長選出後，委員長が議長となり，議事が進行された。
（１）委員長並びに副委員長の選出について
　　　　委員長並びに副委員長の選出方法について，事務局より互選である旨，説明を行った。

羽山委員を委員長にという意見があり，会議に諮ったところ異議無く承認された。

また，副委員長の選出は委員長に一任という意見があり，副委員長に石井浩委員に決定した。
【質疑等　委員長選出】

須田委員　　：羽山委員が前回もやっておられ，団長経験もあるので，羽山委員に引き続きお願いしたらどうでしょうか。
仮議長　　　：羽山委員に委員長という推薦の言葉がございましたがいかがでしょうか。
各委員　　　：異議なし。

羽山委員　　：引き受けさせていただきます。
【質疑等　副委員長選出】
吉田委員　　：引き続き石井委員にお願いしたいと思います。
委員長　　　：引き続き石井委員にお願いしたいという意見がありましたがいかがでしょか。
各委員　　　：異議なし。

石井委員　　：よろしくお願いします。

（２）平成２１年度消防関係主要事業等について

　　議題の（２）について，資料に基づいて事務局より説明を行った。

　　内容については承認された。

【質疑等】

石井委員　　：防火水槽等消防水利整備ですが，先日，豊房区長会がありまして，席上どこへ誰が修理や蓋掛けの申請をしたらよいのか，また区長がするのか地元消防団が言っていくのか，その点をお聞きしたい。
事務局　　　：各地区の要望を地元の消防団に挙げていただき，要望ということで事務局の方へ挙げていただくことになる。時期等については随時挙げていただき，幹部との協議の中で優先順位をつけて造っていくことになします。

石井委員　　：市で造ったものは市でということだったのですが，私設で前に造ってしまったものを消防水利として使っているものに，網掛けやフェンスを張ることや蓋を掛けることの質問ですが。
委員長　　　：消防水利として認定されているものについては市の方で対応するのか。

事務局　　　：そのとおりです。

吉田委員　　：蓋掛けですが以前質問はして有りますが，要望が２２、３箇所あり毎年１箇所ですとそれだけで年数が掛かるわけですけれど，防火水槽そのものの対応年数も問題もあり，それだけ待てるかということもありますので，極力年数を短縮する形で予算の厳しいなかですがやっていただきたい。
須田委員　　：亀ヶ原の耐震防火水槽は全くの新規ですか，それともやり換えですか。
事務局　　　：新規です。

黒川委員　　：以前から消火栓が無く，要望が出ていたところです。

黒川委員　　：作業服の支給についてですが，現在，作業服は一着しかなく，洗うにも代わりが無く，今までの旧作業服を認めて着用させおりますが，公の場合には新規の作業服を着させているが，部の機能試験等の部単位で集まる時は旧作業服を着てもよいということで対応している状況ですので，なるべく早い作業服等の支給をお願いしたい。
事務局　　　：今回の支給については，破損等があった場合の交換としての支給です。
黒川委員　　：ほずれた物等の補充としての支給ですか。
事務局　　　：そのとおりです。
石井(信)委員：消防ポンプ自動車購入についてですが，いつ頃になりますか。
事務局　　　：６月下旬に契約を済ましておりまして，平成２１年１２月２２日を納車としております。
黒川委員　　：機械器具整備等ですけれども。今年度に入り８部の車輌のタイヤの磨耗が激しいく，交換をしてもらいたかったが，１２本までしか予算が取れてないということで我慢をしていただきたいと言われたが，走行していて事故が起こってはいけないのでタイヤ等消耗品の交換等は対応してもらいたい。

事務局　　　：消防活動に支障があってはいけないので，車両等については優先課題なので予算の状況を見ながら対応したいと思う。

予算も部の方から要望が上がってくるので，団の幹部の方と精査しながら予算の獲得に望んでいかなければならない。
しかしながら全体的に厳しい予算状況があるので，全て１００％要求が通る訳ではございませんが予算をなるべく獲得したいと考えているのでご理解をお願いしたい。
石井委員　　：タイヤの件ですが，予算上１２本確保してあるが，その中で緊急性の高いものから優先順位の中で先にやって，予算を補正で持ってくればいいのではないか。
事務局　　　：団の方には緊急性の高い方から修理し，予算の範囲の中で工夫をしながら修理をしていくことになっています。
吉田委員　　：予算上１２本ということだと思うのですが，車輌運行上法的に違反するものであれば，予算が有るとか無いからではなく当然やっていかなければいけないこと。
備品や消耗品は管理をして，要求があったら交換をお願いする。

委員長　　　：予算上は１２本ですが，緊急性の高いものから交換するということでお願いする。
吉田委員　　：安全安心メールについて，消防団員の方から無線が無い時は安全安心メールで出動すると伺っていまが，登録の順番ではないが遅く登録した人は遅く入ってくるみたいだが，優先的に早くメールが届くようにシステム上出来ないかという話があった。
気がついた時には消防自動車が出払っており後から自分の車で追いかけたということもあったと聞いた。
委員長　　　：どのくらいの誤差があるのか。
吉田委員　　：４分位か。緊急ではないが研究をしていただきたい。
災害時に消防団員の方々にに優先的に配信がくるようにとの要望です。

委員長　　　：要望ということでよろしいでしょうか。

石井(信)委員：行事予定ですが，日程がはっきり決まっているものを教えていただきたい。
事務局　　　：防災訓練は９月１日，１１９の行事は１１月８日，来年になりまして出初式１月７日になります。
委員長　　　：議題について何か質問がありますか。
各委員　　　：なし。
委員長　　　：議題につきまして了承していただけますか。

各委員　　　：はい。

（３）消防施設整備事業について

　　議題の（３）について，資料に基づいて事務局より説明を行った。

【質疑等】
事務局　　　：資料４につきましては，現在消防団に配備されています一覧表です。
先ほども説明いたしましたが，今年度については４部が入れ替えのため購入となっており１８年が経過しており，全部で２４台の車両があり１年毎の更新が出来ておりますが，２０年度に購入いたしました２２部が約１，５００万円となっており，これからも毎年１台ずつ購入することがいいのか，次の資料５とも関係しますが，今回５箇所耐震工事をしますが，№１から№４につきましては建設から３５年から４４年してから経っており，詰所も約１，５００万の費用がかかっておりますので，これからどのように消防ポンプと詰所の兼ね合いをどう付けていくかを委員の皆様にはこの２年間で検討をしていただきたいと思います。
秋山委員　　：７部の詰所ですが，アスベストとかの問題はないのですか。
事務局　　　：特に調査したことは無いと思います。
黒川委員　　：鉄骨の場合だと，熱を吸収してしまうのでアスベストを巻いて鉄骨自体が熱を持たないようにするが，鉄筋ブロック造２階建てになっているから，大騒ぎするようなアスベストは使用していないと思う。
須田委員　　：今年度予算の耐震改修については全部調べてあるのですか。

事務局　　　：耐震改修につきましては，平成２０年度の議会でも言われましたが消防詰所については災害時の拠点になるということでそこが倒れてはいけないという質問を受け，平成２０年度に昭和５６年に建築基準法の改正あり，昭和５６年以前に建てたもののうち，３５年以上が経ち，建替えが必要なもの以外について基本的にはおこないました。

そのうち５棟については耐震がないということで今回，平成２０年度の国の第３次補正の繰越事業で整備することとなり１２月中に完成することになっています。
委員長　　　：ほかに何か議題について質問がありますか。
各委員　　　：なし。

委員長　　　：議題につきまして了承していただけますか。

各委員　　　：はい。

（３）その他について

　　議題の（４）について，事務局より説明を行った。
【質疑等】

事務局　　　：皆様のご意見を整理し，政策のほうへ反映していきたい。

必要なものについては基本的には緊急であればやっていかなければいけないことと思っています。
必要であれば補正予算とか考えてやっていきたいと思います。
また明日，議会の方で全員協議会がありまして，平成２１年度の国の経済対策を本来ならばそこで説明をするものですので，議員さんもいらっしゃいますが，どこまでお話したら言いか分かりませんが概要だけお話いたしますが，詰所の整備の中で一番古いのが７部でその次が宮城の詰所ですが，場所について検討していたところ宮城の市営プール前に空き地があり，前の自衛隊の官舎があったところを関東財務局で売却をしたいということで，市の方で買って赤山の駐車場と消防団の詰所の一部として使いたいということで事前に話をしています。

場所がなかなか無い中で，市が赤山地下壕の駐車場として購入することとなり，一部をつかうこととなっております。
特に議員皆様には，２８日に議会がございますのでご審議いただけたらと思います。

石井(信)委員：今建っているところは行政財産市の土地ですか。

事務局　　　：市の土地です。
石井(信)委員：跡地については。
事務局　　　：通常消防詰所跡地は地元地区の人と相談し，すぐ倒れるようなものでなければ倉庫的なものに使ってもらうとか検討してもらい，よりよい方法で何らかの形で有効に使ってもらえればいいと思っています。
過去平成９年に古茂口とかが合併した時に古茂口の詰所を地元の方で使いたいということで議会のほうでご承認を頂き，無償貸与という形をとっていますので今回も地元の方と話をしてみたいと思っております。
石井(信)委員：資料の備考欄に６軒町消防団とかいてあるのは消防団として持っていると解釈していいのですか。
事務局　　　：そのとおりです
石井(信)委員：借地であったり区で持っていたりだと分かりますが，空欄があるが。
事務局　　　：薗の２６部は学校の敷地，長須賀はお寺の土地ですかね。

空欄のところは石井委員が言うとおりにきちんと管理しなくてはいけないので調べます。
石井(信)委員：土地の問題はしっかりと把握しておかなければいけない。

委員長　　　：ほかに何か議題について質問がありますか。

秋山委員　　：分かっている範囲でいいですが常備消防について，先日も新聞に載っておりましたが広域消防移転の問題で，何年の何月位にからデジタル課するのか，それに併せて広域消防の本部も移すというようなタイムスケジュールがあると思うのですが，だいたい広域市町村圏方でどの程度の日程で候補地を決定するのか。それからデジタル無線化される期日等が分かりましたらちょっとおしえていただきたい。
事務局　　　：本当はその他の中で説明をしなくてはいけなかったが，申し訳ございませんでした。確かに秋山委員がおっしゃるように，常備消防のデジタル化の問題それから建物の調査の問題ですが。経過につきましてはおととしの１１月頃から法正寺さんの方で使い勝手があるので立ち退いて欲しいとの話がありました。去年一年話した中で法正寺さんの方からは平成２５年位までに立ち退いて欲しいという中で，市と致しましても，常備消防ですので本当は広域ですが，デジタル化の無線の期限は平成２８年、電波法の中では。しかし単独でおのおの消防本部で整備するとお金が沢山かかるということで県の消防事務機関に委託をして県下一斉に整備します。それの期限が平成２４年度末まで,平成２５年の３月末までに終わらせ，平成２５年４月１日から運用しようということです。これに併せて司令業務をそれに併せてやるということ。今は１１９番通報は館山消防署に入ってますが，それを県内を２つのブロックに分けて，千葉市消防本部と松戸。館山は千葉市消防本部のいわゆる千葉県の南部と東部が１ブロック，千葉県の北西部で１ブロック。館山は千葉市消防本部にはいっており，そこに１１９番通報が行くことになっています。
安房郡市消防本部としてはどうしたらいいか、現在，色々場所を考えまして,今年の予算委員会で４号館を中心に考えているといったら,新聞にそれが出でしまい物議をかもしたところもあるのですが,検討していった中で,安房南校跡地がどうだろうかという話もありまして,そこについて県の方と折衝している段階です。全体計画を見ると１２月頃までにある程度場所の選定をして,それで広域方で今年度に基本設計を１２月からし,２１．２２年で実施設計をし,２３．２４年で先程言ったデジタル化,庁舎の建設をやる予定になっております。
委員長　　　：他に何か議題について何か質問がありますか。

各委員　　　：なし。

委員長　　　：議題につきまして了承していただけますか。

各委員　　　：はい。
議事終了後閉会
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